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コ
ロ
ナ
禍
と
時
代
の
変
化
を
乗
り
切
る
！ 

２
０
２
０
年
度
総
会
と
今
後
の
指
針 

６
月
２
１
日
、
２
０
２
０
年
度
の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
決
算
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、
社
会
に
大
き
な
混
乱
を
招

き
、
当
会
の
活
動
も
影
響
は
避
け
ら
れ
ず
、
コ
ロ
ナ
後
の
転
換
が
急
が
れ
ま
す
。 

１
．
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響 

２
０
１
９
年
度
は
、
期
末
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
保
全
活
動
の
休
止
等
が

発
生
、
不
透
明
感
を
増
し
て
の

決
算
と
な
り
ま
し
た
。
２
０
２

０
年
度
も
三
分
の
一
を
経
過

し
た
が
感
染
拡
大
は
続
き
、
さ

ら
に
勢
い
を
加
速
し
て
い
ま

す
。
こ
の
間
、
保
全
活
動
の
休

止
、
縮
小
だ
け
で
な
く
、
「
国

際
プ
ー
ル
竹
灯
籠
祭
り
」
「
た

け
の
こ
堀
り
」
等
の
イ
ベ
ン
ト

も
中
止
と
な
り
、
活
動
資
金
も

蒸
発
し
ま
し
た
。
第
２
波
の
発

生
も
現
実
的
と
な
り
、
９
月
か

ら
の
活
動
再
開
も
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
で
す
。
安
全
を
最

優
先
に
し
て
、
今
後
の
事
業
活

動
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

２
．
変
化
を
乗
り
切
る 

経
済
社
会
活
動
の
制
限
や

自
粛
要
請
の
続
く
中
、
臨
機
応

変
な
対
応
と
正
常
化
を
進
め
、

コ
ロ
ナ
後
の
価
値
観
の
転
換

に
も
取
り
組
み
ま
す
。 

（
１
）
す
ぐ
に
着
手
す
べ
き
課

題
は
「
蒸
発
し
た
運
営
資
金
の

確
保
」
と
「
長
期
の
活
動
休
止

に
よ
る
士
気
の
低
下
」
で
す
。

蒸
発
資
金
と
当
座
資
金
の
手

当
て
は
助
成
制
度
等
の
活
用

を
検
討
。
マ
ン
ネ
リ
化
の
打
破

は
メ
ン
バ
ー
の
心
を
一
つ
に

し
て
盛
り
上
げ
る
「
小
机
城
址

竹
灯
籠
ま
つ
り
」
の
開
催
が
再

出
発
の
き
っ
か
け
に
で
き
れ

ば
と
祈
念
し
て
い
ま
す
。 

（
２
）
コ
ロ
ナ
後
の
景
色
、
戦

略
作
り
は
、
事
業
の
多
様
性
で

す
。
社
会
の
た
め
、
団
体
の
た

め
、
そ
し
て
自
分
の
た
め
に
な

る
事
業
を
創
発
。
団
体
活
動
を

多
面
的
に
展
開
し
て
、
メ
ン
バ

ー
の
満
足
度
向
上
、
団
体
の
活

性
化
、
活
動
の
持
続
化
の
転
換

を
図
り
ま
す
。 

（
３
）
本
年
の
役
員
改
選
で
は

50
代
を
中
心
に
組
織
の
若
返

り
を
図
り
ま
し
た
。
新
価
値
観

の
創
出
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

３
．
決
算
（
３
ペ
ー
ジ
に
開
示
） 

未
曽
有
の
混
乱
の
中
で
の

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
皆

様
の
一
層
の
ご
支
援
を
仰
ぎ
、

困
難
を
乗
り
切
り
、
持
続
可
能

な
社
会
づ
く
り
に
挑
戦
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

理
事
長 

平
石 

眞
司 

１
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、 

４
月
５
月
の
作
業
を
中
止 

に
し
て
い
ま
し
た
。 

６
月
７
日
の
作
業
日
に 

は
、
当
日
参
加
し
た
13
名 

の
協
力
隊
員
に
コ
ロ
ナ
ウ 

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の 

事
前
説
明
を
し
、
作
業
に 

入
り
ま
し
た
。 

Ａ
地
区
か
ら
整
備
に
入
り 

手
作
業
で
親
竹
と
し
て
残 

す
竹
の
ほ
か
間
伐
を
始
め 

ま
し
た
。
筍
畑
の
法
面
に

出
た
若
竹
の
間
伐
を
し
、

土
留
め
用
に
す
る
竹
と
二

つ
割
に
し
て
腐
蝕
さ
せ
る

も
の
に
分
け
作
業
を
し
ま

し
た
。
残
っ
た
時
間
を
使

っ
て
施
肥
（
化
成
肥
料
と

米
糠
）
を
し
ま
し
た
。 

７
・
８
月
の
夏
休
み
が 

終
わ
っ
た
９
月
に
元
気
で 

逢
い
ま
し
ょ
う
。 

 

担
当 : 

真
板
保
昌 

   

第

13

回
竹
灯
籠
ま
つ

り
中
止
決
定
直
後
の
間
伐

は
チ
ェ
ン
ソ
ー
１
台
に
助

手
２
名
が
交
代
し
つ
つ
の

作
業
が
続
き
ま
し
た
。 

６
月
末
は
久
し
ぶ
り
の

雨
合
羽
着
用
作
業
と
な
っ

た
。
午
前
中
に
マ
ダ
ケ
の

若
竹
伐
採
と
持
ち
帰
り
用

七
夕
竹
枝
葉
の
準
備
を
し

て
午
後
は
２
か
所
の
下
草

刈
り
で
仮
払
機
２
台
が
う

な
り
ま
し
た
。
と
て
も
終

わ
る
量
で
は
な
く
近
々
に 

有
志
作
業
の
確
認
を
し

ま
し
た
。 

担
当 : 

根
岸
秀
行 

   

満
開
の
梅
林
を
通
っ
て 

帰
っ
た
２
月
の
活
動
の
後
、 

桜
の
季
節
で
賑
わ
う
は
ず 

の
園
内
は
６
月
ま
で
コ
ロ 

ナ
禍
に
占
領
さ
れ
ま
し
た
。 

３
ヶ
月
ぶ
り
に
見
た
竹
林 

は
蔦
や
下
草
が
繁
茂
し
、 

日
当
た
り
の
良
い
道
路
沿 

い
は
緑
葉
の
海
で
し
た
。 

こ
の
間
、
充
分
に
休
養
し 

万
全
の
体
調
で
参
集
し
た 

会
員
は
再
会
の
喜
び
と
と 

も
に
そ
の
除
去
作
業
か
ら 

始
め
、
２
回
の
作
業
で
ハ 

チ
ク
林
の
整
備
を
終
え
ま 

し
た
。 

毎
年
恒
例
の
反
省
会
Ｂ 

Ｂ
Ｑ
も
３
密
で
休
止
、
こ 

ど
も
の
国
線
の
ラ
ッ
ピ
ン 

グ
電
車
に
今
春
か
ら
加
わ 

っ
た
「
ひ
つ
じ
で
ん
し
ゃ
」 

で
帰
り
ま
し
た
。 

担
当 : 

丹
治 

薫 

 

   

緊
急
事
態
宣
言
で
自
粛 

し
て
い
た
竹
林
は
、
解
除

後
に
「
マ
ダ
ケ
の
筍
狩
り
」 

に
備
え
て
有
志
活
動
で
整

備
を
行
い
ま
し
た
。
し
か

し
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
に
な

り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
の
６
月
末
の
竹

林
活
動
は
、
４
月
よ
り
停

止
し
て
い
た
自
粛
期
間
の

間
に
、
下
草
が
伸
び
放
題

に
荒
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、 

フ
ィ
ー
ル
ド
の
ト
イ
レ
東

側
（
休
憩
所
）
を
中
心
に
、 

下
草
刈
り
・
間
伐
・
切
倒

し
残
骸
処
分
・
運
搬
・
焼

却
等
の
処
理
を
行
い
ま
し

た
。 

 
 

担
当 : 

石
川
正
壽 

   

４
月
７
日
に
発
せ
ら
れ 

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

（C
O
V
ID

-

19)

の
緊
急
事 

態
宣
言
の
た
め
５
月
末
ま 

で
の
す
べ
て
の
竹
フ
ァ
ン 

ク
ラ
ブ
の
活
動
は
停
止
さ 

れ
ま
し
た
。
宣
言
が
解
除 

さ
れ
６
月
３
日
待
ち
に
待 

っ
た
久
し
ぶ
り
の
竹
林
で 

す
。
雑
草
が
我
が
物
顔
で 

生
い
茂
り
、
掘
ら
れ
る
こ 

と
も
な
く
す
く
す
く
と
育 

っ
た
若
竹
が
い
っ
ぱ
い
生 

え
て
い
ま
し
た
。
手
ぐ
す 

ね
を
引
い
て
集
ま
っ
た
７ 

人
の
参
加
者
も
久
々
に
互 

い
の
元
気
な
顔
を
見
て
喜 

ん
で
い
ま
し
た
。 

先
ず
は
コ
ロ
ナ
対
応
の
竹

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
作
業
様
式 

と
熱
中
症
予
防
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
農

道
際
の
迂
回
作
業
道
入
口
、

上
部
平
場
の
除
草
と
若
竹

の
除
伐
を
行
い
軽
い
肩
慣

ら
し
と
し
て
午
前
中
で
作

業
を
終
え
ま
し
た
。 

報
告 : 

山
根
泰
裕 

   一
年
９
回
を
通
し
て
竹

林
の
移
り
変
わ
り
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

あ
る
程
度
分
か
っ
て
い
る

つ
も
り
で
し
た
が
と
ん
で

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

竹
の
生
態
を
知
ら
な
い
と

竹
林
管
理
は
で
き
ま
せ
ん
。

穂
先
筍
収
穫
や
竹
水
の
取

水
で
は
、
美
味
し
く
頂
き

ま
し
た
。
小
雨
の
降
る
中
、

筍
育
成
の
た
め
に
先
生
や

仲
間
と
肥
料
を
撒
い
た
こ

と
は
思
い
出
深
い
で
す
。 

 

竹
灯
籠
ま
つ
り
準
備
で

は
自
分
達
で
竹
灯
籠
を
並

べ
て
天
の
川
に
見
立
て
ま

し
た
。
平
石
先
生
を
始
め
、

毎
回
ご
準
備
ご
指
導
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

報
告 : 

國
藤
早
百
合 

 

 

親
子
シ
リ
ー
ズ
が
2

月
22
日
、
折
本
の
竹
林
で

開
か
れ
、
2
家
族
7
名

が
モ
ニ
タ
ー
で
来
場
、
竹

林
の
あ
る
場
所
を
知
り
、

竹
を
切
り
、
そ
れ
で
遊
び

ま
し
た
。
間
伐
で
15
ｍ
も

あ
る
竹
が
倒
れ
る
の
に
驚

き
、
竹
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ

ム
の
一
部
を
組
立
し
て
遊

び
、
親
子
で
竹
工
作
を
し

て
、
最
後
に
暖
か
い
お
汁

粉
で
乾
杯
を
し
ま
し
た
。 

報
告 : 

事
務
局 

   

今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
、
開
講
日
を

変
更
し
て
の
開
催
で
、
昨

年
、
受
講
で
き
な
か
っ
た

方
も
含
め
て
、
５
名
の
受

講
者
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

 

報
告 : 

事
務
局 

竹
の
学
校 

親
子
で
ま
な
ぶ
竹
林 

竹
の
学
校 

竹
林
管
理
コ
ー
ス 

 

小
机
城
址
支
部 

        

の
報
告 

横
浜
国
際
プ
ー
ル
支
部 

        

の
報
告 

２ 

中
井
町
支
部 

       

の
報
告 

こ
ど
も
の
国
支
部 

       

の
報
告 

竹
の
学
校
竹
林
管
理 

コ
ー
ス
を
修
了
し
て 

 

都
筑
折
本 

       
の
報
告 



Ｃｏｏｌ Ｔａｋｅｆａｎ  ◆新型コロナウイルス感染症は、国立感染症研究所が欧州などを経由した可能性
が高いと公表した。影響は世界経済が滞り、リーマンショック以上の損失をもたらしている◆日本で
は抑制の遅れや医療機器備品の不足が出て、企業も業績決算が軒並み落ち込み存続さえ危うい状況、大企
業から中小企業までの活動が停滞することを示した◆今年の世界で持続可能性の高い企業100社に日本企
業は6社、12位の積水化学工業に次ぎ、68位から92位のトヨタ自動車まで5社、9年前は19社あったのが昨
年より2社減って6社となった◆企業も団体も環境・社会・経済の観点から持続可能（サスティナビリティ）
が求められ、価値ある存在継続は長期的戦略に立ち時代ニーズを的確にとらえることだ。（事務局） 

今年も「よこはま夢ファンド」で応援してください！ 
申込方法が変更になりました。日本の竹ファンクラブの
支援指定をいただけるご寄付の方は、寄付申込書（Word
様式）をダウンロードしご記入の上、ファクス、Ｅメー
ル添付、郵送で横浜市にお送りください。寄付申込書の
ダウンロードは ⇒横浜市役所トップページ⇒よこは
ま夢ファンド 検索  ⇒※市民活動推進基金とは⇒  
※寄付をお考えの方に⇒寄付申込書（ Word）。       
横浜市市民局市民協働推進課よこはま夢ファンド担当 
☎045-671-4734 〒231-0005 横浜市中区本町 6-50-10市
庁舎 29 階  ファクス：045－223－2032     
E メール: sh-fund@city.yokohama.jp 

 
桐蔭横浜大学のサービスラーニング 
秋季は 4 名の学生が参加します。 
期間は 9/6 から 11/8 日迄。若い学生の力が、会員と協
働で竹林保全の意義や竹林管理の実践を学びます。 

 

新入会員紹介 下線は竹取協力隊入隊者 

松本博明（横浜市）    

島崎明子（川崎市） 

第17回小机城址市民の森 
「竹灯籠まつり」に参加しよう ! 

下記の通り「竹灯籠まつり」を開催します。 
・11 月 7 日（土）9：00～21：00《順延日 8 日（日）》 
・実行委員会：真板保昌､荻原三男､山根泰裕 
・参加者募集中（詳細別紙）。参加希望の方は事務局迄
お申込み下さい。 

・物販（竹製品）と飲食の出店はありません。 
 

2020年度通常総会 
６月 21 日（日）城郷小机地区センターで開催されまし
た。第 9 期事業報告並びに収支決算の報告、監査報告、
第 10 期事業計画並びに収支予算書、役員改選の各議案
は原案通り可決承認されました。 
理事選任： 平石眞司､真板保昌､佐々木藤男､根岸秀行､
石川正壽､野茂末廣､廣内吉隆､田中克樹､山根泰裕､木野
内俊雄､荻原三男､榮 千彰､大野文子､丹治 薫､小川博
永､竹馬重徳､松村正治､  監事:植田 稔､溝口則幸 
 

活動報告 
8 月 16 日 通信夏+秋合併号発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

第 9 期決算報告及び第 10期予算  下記の通り報告いたします。令和 2 年 3月 31 日  （税込単位：円） 

貸借対照表                   
   

活動計算書 第 10 期（第 9 期実績対比予算書） 

科  目 金 額 金 額   科  目 第 9 期実績 第10期予算 

Ⅰ 資産の部     

  

Ⅰ 経常収益     

1. 流動資産     1.受取会費 324,000 374,000 

現金預金その他流動資産 6,399,971   2.寄付金 21,260 20,000 

2.固定資産     3.助成金 3,244,699 1,100,000 

有形固定資産     4.事業収入 2,866,043 2,135,600 

資産の部合計 697,568 7,097,539 5.その他収益 15 15 

Ⅱ 負債の部     経常収益合計 6,456,017 3,629,615 

1.流動負債     Ⅱ 経常費用     

流動負債      1.事業費 4,058,964 2,324,211 

負債の部合計 39,422    2.管理費 2,562,737 2,505,100 

Ⅲ 正味財産の部     当期支出合計 6,621,701 4,829,311 

前期繰越正味財産額 7,224,351   当期経常増減額 -166,234 -1,199,696 

当期正味財産増減額 -166,234   当期正味財産増減 -166,234 -1,199,696 

正味財産合計 7,058,117   前期繰越正味財産 7,224,351 7,058,667 

負債及び正味財産合計   7,097,539 次期繰越正味財産 7,058,117 5,858,971 

３

 
 

TAKEFAN NEWS 

 

春・まぼろしの竹灯籠まつり 都会のベッドタウンにある竹林、港北ニュータウンに定着したイベントは、まちづく

りまちおこしとなり地域活性化の一端をも担っています。春の竹灯籠まつりは、新型コロナウイルス感染症の拡大

防止のために中止になりましたが、横浜国際プールでの中止や順延は過去に天候や実施時期の変更その他で 3 回あ

りました。今年は竹灯籠 2,400、オブジェ 100 合計 2,500余の灯がゆらぐはずでした。開催は多方面の協力がなけれ

ばできません。ここに会員をはじめ自治体、各町内会、メディア、法人、団体やたくさんの方にいただいた開催へ

の思いとご支援に感謝を申し上げます。 ありがとうございました。 （根岸秀行） 

mailto:sh-fund@city.yokohama.jp


 

 

 

 

 

9 月 6 日（日） 小机城址市民の森         10:00～15:00 
 

11 月 6 日（金） 小机城址市民の森 10:00～15:00 

協力隊 竹林の間伐    
 
協力隊 まつり前日準備   

学校管 竹林の調査と間伐   
 

11 月 7 日（土） 小机城址市民の森 9:00～21:00 

9 月 10 日（木） 中井町 10:00～15:00 
 
イベント 第 17 回竹灯籠まつり 事前申込 

協力隊 お礼肥と下草刈り    
 

11 月 8 日（日） 小机城址市民の森 10:00～12:00 

9 月 13 日（日） 小机城址市民の森   10:00～15:00 
 
協力隊 まつり片付け   

協力隊 竹林の間伐       
 

11 月 10 日（火） こどもの国   10:00～15:00 

9 月 20 日（日） 横浜国際プール   10:00～15:00 
 
協力隊 竹林の間伐   

協力隊 細竹処理と下草刈り   
 

11 月 12 日（木） 中井町 10:00～15:00 

9 月 24 日（木） 都筑折本    10:00～15:00 
 
協力隊 竹林の間伐   

援農隊 竹林整備   
 
１１月 12 日（木） 小机城址市民の森(変更)        10:00～15:00 

9 月 26 日(土) 小机城址市民の森   10:00～15:00 
 
協力隊 竹灯籠集積・割り    

協力隊 竹林の間伐     
 

11 月 15 日（日） 横浜国際プール 10:00～15:00 

      
 
協力隊 竹林の間伐   

10 月 3 日（土） 横浜国際プール   10:00～15:00 
 

11 月 18 日（水） 都筑折本   10:00～15:00 

協力隊 竹林の整備   
 
援農隊 竹林の整備   

10 月 4 日（日） 小机城址市民の森 10:00～15:00 
 

11 月 21 日（土） 小机城址市民の森 10:00～15:00 

協力隊 竹林の間伐   
 
協力隊 竹灯籠割り・チップ化    

10 月 8 日（木） 中井町 10:00～15:00 
 
学校管 間伐と竹穂垣改修   

協力隊 竹林の間伐   
 

11 月 22 日（日） 中井町 10:00～15:00 

10 月 10 日（土） 小机城址市民の森  10:00～15:00 
 
イベント 間伐とみかん狩り 事前申込 

協力隊 竹林の間伐         
 

11 月 24 日（火） こどもの国   10:00～15:00 

10 月 11 日（日） 小机城址市民の森 10:00～15:00 
 
協力隊 竹林の間伐   

協力隊 竹灯籠つくり   
 

11 月 26 日（木） 中井町 10:00～15:00 

10 月 13 日（火） こどもの国 10:00～15:00 
 
協力隊 竹林の間伐   

協力隊 竹林の間伐   
 

11 月 29 日（日） 小机城址市民の森        10:00～15:00 

10 月 17 日（土） 小机城址市民の森 10:00～15:00 
 
協力隊 間伐・竹灯籠チップ化   

協力隊 竹灯籠つくり   
    

10 月 18 日（日） 小机城址市民の森 10:00～15:00 
 

12 月 6 日（日） 小机城址市民の森 10:00～15:00 

協力隊 竹灯籠つくり   
 
協力隊 竹垣材作り・チップ化   

10 月 24 日（土） 小机城址市民の森 10:00～15:00 
 

12 月 8 日（火） こどもの国 10:00～15:00 

協力隊 竹灯籠設置   
 
協力隊 竹林の間伐   

10 月 25 日（日） 小机城址市民の森   10:00～15:00 
 

12 月 10 日（木） 中井町 10:00～15:00 

協力隊 竹灯籠設置   
 
協力隊 竹林の間伐   

学校管 間伐と竹灯籠設置   
 

12 月 13 日（日） 小机城址市民の森 10:00～15:00 

10 月 27 日（火） こどもの国 10:00～15:00 
 
協力隊 チップ化・竹垣材作り   

協力隊 竹林の間伐   
 
学校管 間伐と冬の施肥   

10 月 31 日（土） 都筑折本 10:00～15:00 
 

12 月 16 日（水） 都筑折本 10:00～15:00 

援農隊 竹林整備   
 
援農隊 竹林の間伐   

      
 

12 月 19 日（土） 横浜国際プール 10:00～15:00 

11 月 1 日（日） 小机城址市民の森 10:00～15:00 
 
協力隊 間伐（竹垣材）・施肥   

協力隊 竹灯籠設置   
 

12 月 26 日（土） 小机城址市民の森 10:00～15:00 

１１月 3 日（火） 都筑折本   10:00～15:00 
 
協力隊 間伐・竹灯籠チップ化   

援農隊 竹林の整備   
    

 

 

 竹に関する情報は下記宛にご連絡をお願いいたします。 
E-MAIL:office141@takefan.jp  URL:http://takefan.jp TEL&FAX 045-306-9993  

※学校管：竹の学校「竹林管理コース」 ※協力隊：竹取協力隊の定例活動  ※援農隊：竹取援農隊の定例活動  

※イベント：詳細はチラシ又はホームページでご覧下さい。 
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